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面白い研究をしよう

アフリカツメガエル卵抽出液を用いて精子染色体か
ら形成された核。青：DNA 赤：蛍光ラベルしたヌク
レオチドによるDNAの複製

点からどのようにDNA複製が始まるかの基
本的な経路は、特に酵母などの単細胞生物
ではかなりわかってきました。しかし、ヒトを含
む多細胞生物ではまだ完全には明らかに
なっていない点があります。また、長いDNA
鎖を限られた数のタンパク質で、限られた時
間内に完全に複製するには、それぞれの複
製開始点がどのように空間的に分布し、時
間的に調整されているかも理解しないとなり
ません。DNAに障害が生じた時などに複製
の抑制に働くための複製チェックポイント機
構は、複製開始タンパク質も標的にしており、
これが通常の複製開始の制御にも働いて
いることが判ってきています。我々は、複製開
始の基本経路を調べると共に、ひとつの複
製開始点が他の場所からの複製開始をど

のように調整しているかについても明らかに
したいと思っています。

(核機能学分野）　「殖える」ことは生物を
特徴づける特性です。生物の基本単位が細
胞であることを考えると、細胞が「殖える」
ことが、生物の基礎にあるともいえます。1
個の細胞が２個に増える時、細胞の設計
図が載っているDNAは、どの部分も欠け
ること無く、どの部分も重なること無く、正
確に複製された後に、２つの娘細胞に分
配されなければなりません。この正確な
DNA複製の仕組みを知るために、アフリ
カツメガエル卵抽出液をもちいたin vitro
系で、染色体複製機構を調べています。
真核細胞におけるDNA複製開始の制
御機構と複製チェックポイント
　DNAの複製に関わるタンパク質はここ数
年の研究でかなり解明され、ある複製開始
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